
経済活動の種類 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

１．産業 39,586 40,117 41,306 41,777 40,355 39,625 41,665 40,545

    （１）農業 6,128 5,962 6,602 6,608 6,134 6,692 6,377 6,590

    （２）林業 432 385 501 357 491 416 502 303

    （３）水産業 592 995 736 849 881 800 803 348

    （４）鉱業 37 33 42 19 23 17 20 22

    （５）製造業 2,735 2,825 3,137 2,793 2,389 2,092 2,281 2,083

    （６）建設業 4,184 4,389 4,337 5,638 4,448 3,742 6,022 5,369

    （７）電気・ガス・水道業 1,479 1,425 1,423 1,459 1,695 1,556 1,372 1,301

    （８）卸売・小売業 3,455 3,302 3,310 3,363 3,568 3,555 3,562 3,479

    （９）金融・保険業 1,052 1,088 1,200 896 885 896 862 812

    （１０）不動産業 5,842 5,924 5,854 5,977 5,860 5,760 5,785 5,846

    （１１）運輸業 900 889 908 850 793 818 826 801

    （１２）情報通信業 1,676 1,660 1,603 1,551 1,546 1,507 1,474 1,484

    （１３）サービス業 11,074 11,240 11,652 11,416 11,640 11,774 11,778 12,108

２．政府サービス生産者 10,293 10,442 10,600 10,309 10,153 10,036 10,014 9,950

    （１）電気・ガス・水道業 265 318 319 311 303 303 327 363

    （２）サービス業 2,614 2,553 2,546 2,523 2,466 2,438 2,383 2,426

    （３）公務 7,415 7,572 7,734 7,474 7,384 7,295 7,305 7,161
３．対家計民間非営利サービス生産者 1,552 1,703 1,660 1,638 1,550 1,658 1,786 1,802
    （１）サービス業 1,552 1,703 1,660 1,638 1,550 1,658 1,786 1,802
小計 51,432 52,262 53,566 53,724 52,059 51,319 53,465 52,297

輸入品に課される税・関税 430 488 522 575 430 457 576 562
    （控除）総資本形成にかかる消費税 △ 243 △ 330 △ 462 △ 421 △ 211 △ 239 △ 375 △ 296

市町村内総生産 51,619 52,420 53,626 53,878 52,278 51,537 53,665 52,562

　　第1次産業 7,152 7,341 7,840 7,814 7,507 7,908 7,683 7,240

　　第2次産業 6,956 7,247 7,516 8,451 6,861 5,851 8,323 7,474

　　第3次産業 37,323 37,673 38,210 37,459 37,691 37,560 37,459 37,582

就業者数 10,286 10,058 9,852 9,664 9,496 9,358 9,224 9,124

就業者１人当たり市町村内総生産 5,018 5,212 5,443 5,575 5,505 5,507 5,818 5,761

注2：生産額計は、単位未満四捨五入のため必ずしも一致しない。
資料：宮崎県統計調査課

経済活動の種類 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度
１．産業 △ 4.7 1.3 3.0 1.1 △ 3.4 △ 1.8 5.1 △ 2.7
    （１）農業 △ 5.9 △ 2.7 10.7 0.1 △ 7.2 9.1 △ 4.7 3.3
    （２）林業 32.5 △ 10.9 30.2 △ 28.7 37.6 △ 15.4 20.9 △ 39.7
    （３）水産業 △ 3.0 68.1 △ 26.0 15.3 3.8 △ 9.2 0.4 △ 56.7
    （４）鉱業 △ 12.2 △ 9.8 26.8 △ 54.0 19.9 △ 26.8 18.3 9.0
    （５）製造業 － 3.3 11.0 △ 11.0 △ 14.5 △ 12.4 9.0 △ 8.7
    （６）建設業 △ 16.0 4.9 △ 1.2 30.0 △ 21.1 △ 15.9 61.0 △ 10.8
    （７）電気・ガス・水道業 △ 1.0 △ 3.7 △ 0.1 2.6 16.1 △ 8.2 △ 11.8 △ 5.2
    （８）卸売・小売業 △ 3.8 △ 4.4 0.2 1.6 6.1 △ 0.4 0.2 △ 2.3
    （９）金融・保険業 3.4 3.4 0.2 △ 25.3 △ 1.2 1.3 △ 3.8 △ 5.9
    （１０）不動産業 △ 0.5 1.4 △ 1.2 2.1 △ 2.0 △ 1.7 0.4 1.1
    （１１）運輸業 － △ 1.2 2.1 △ 6.4 △ 6.6 3.0 1.1 △ 3.1
    （１２）情報通信業 － △ 0.9 △ 3.4 △ 3.2 △ 0.3 △ 2.5 △ 2.2 0.7
    （１３）サービス業 － 1.5 3.7 △ 2.0 2.0 1.1 0.0 2.8
２．政府サービス生産者 △ 1.8 1.4 1.5 △ 2.7 △ 1.5 △ 1.2 △ 0.2 △ 0.6
    （１）電気・ガス・水道業 4.3 20.0 0.5 △ 2.6 △ 2.7 0.0 7.8 11.0
    （２）サービス業 △ 2.1 2.3 △ 0.2 △ 0.9 △ 2.3 △ 1.1 △ 2.3 1.8
    （３）公務 △ 1.9 2.1 2.1 △ 3.4 △ 1.2 △ 1.2 0.1 △ 2.0
３．対家計民間非営利サービス生産者 3.1 9.7 △ 2.5 △ 1.3 △ 5.4 6.9 7.7 0.9
    （１）サービス業 3.1 9.7 △ 2.5 △ 1.3 △ 5.4 6.9 7.7 0.9
小計 △ 3.9 1.6 2.5 0.3 △ 3.1 △ 1.4 4.2 △ 2.2
輸入品に課される税・関税 7.9 13.4 7.0 10.2 △ 25.2 6.2 26.0 △ 2.3
    （控除）総資本形成にかかる消費税 △ 34.2 35.8 40.1 △ 8.9 △ 49.8 13.2 57.1 △ 21.0
市町村内総生産 △ 3.6 1.6 2.5 0.5 - △ 1.4 4.1 △ 2.1
　　第1次産業 △ 4.0 2.6 6.8 △ 0.3 △ 3.9 5.3 △ 2.8 △ 5.8
　　第2次産業 △ 13.4 4.2 3.7 12.4 △ 18.8 △ 14.7 42.3 △ 10.2
　　第3次産業 △ 1.9 0.9 1.4 △ 2.0 0.6 △ 0.3 △ 0.3 0.3
就業者数 △ 0.4 △ 2.2 △ 2.0 △ 1.9 △ 1.7 △ 1.5 △ 1.4 △ 1.1

就業者１人当たり市町村内総生産 △ 3.2 3.9 4.4 2.4 △ 1.3 0.0 5.6 △ 1.0

資料：宮崎県統計調査課

単位：％

注：平成25年3月31日現在

１１．市民所得

７２．市内総生産
単位：百万円

注1：平成25年3月31日現在

７３．市内総生産（対前年度増加率）



2　市民所得

単位：百万円
経済活動の種類 23年度 24年度

１．雇用者報酬 22,972 22,745
（1）賃金・俸給 19,211 18,834
（２）雇主の社会負担 3,761 3,911

２．財産所得 1,834 2,606
（1）受取 2,945 3,560
（２）支払 1,111 954
（３）一般政府 △ 611 △ 481
（４）家計 2,350 3,199
（５）対家計民間非営利団体 95 98

３．企業所得 7,815 8,497
（1）民間法人企業 2,125 2,499
（２）公的企業 41 93
（３）個人企業 5,649 5,906

①農林水産業 1,162 1,370
②その他の産業 1,183 1,274
③持ち家 3,304 3,262

市町村民所得 32,621 33,741
民間法人企業所得（配当受払前） 2,348 2,640

資料：宮崎県統計調査課

７４．市民所得（参考）

注：平成24年3月31日現在

※次の理由により十分に精度の確保が得られていないものとかんがえられることか
ら、その利用にあたっては注意を要する。

　市町村民経済計算は、複雑な地域経済活動の状況を市町村の行政単位に限定
して推計したものである。
　しかしながら、市町村単位で推計に使用できる統計データは非常に限られてい
る。
　特に市町村民所得推計においては、直接数値を積み上げることができるものがほ
とんどないことから、「県民経済計算」の推計値を総生産額や人口、従業者数等の
対全県比により按分する方法で推計している。
　このように、推計値を更に別の指標により加工することにより、実態と乖離していくこ
とが懸念される。


